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氏 名

星 野 貞 次

服 部 唆 次 郎

青 柳 安 誠

近 藤 鋭 矢

山 本 俊 平

永 井 秀 夫

植 田 三 郎

内 藤 益 -

長 石 忠 三

辻 周 介

上 坂 一 郎

前 川 暢 夫

寺 松 孝

就 任

昭和16年 3月27日

昭和20年 9月30日

昭和24年 6月10日

昭和25年 3月31日

昭和29年 4月 1日

昭和29年10月20日

昭和33年10月20日

昭和35年10月20日

昭和39年10月20日

昭和43年10月20日

昭和47年10月20日

昭和51年10月20日

昭和55年10月20日

離 任

昭和20年 9月29日

昭和24年 6月10日

昭和25年 3月31日

昭和29年 3月31日

昭和29年10月20日

昭和33年10月19日

昭和35年10月19日

昭和39年10月19日

昭和43年10月19日

昭和47年10月19日

昭和51年10月19日

昭和55年10月19日
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明治18年 8月15日生

本籍地 東京都

現住所 藤沢市鵠沼松ケ関4-18-22

(TELO466122-1918)

明39年 7月 第五高等学校卒業

明43年11月 京都帝国大学医科大学卒業

大13年 3月 京都帝国大学教授就任

昭11年12月 京都帝国大学評議員併任 (至昭13

年 2月)

昭15年 6月 結核研究所開設準備実行委員長委

嘱

昭16年 3月 京都帝国大学結核研究所長併任

(至昭20年 9月)

昭23年11月 停年退官

昭23年11月 京都大学名誉教授の称号授受

明治23年12月18日生

本籍地 兵庫県

現住所 京都市左京区田中東樋 ノロ町44

(皿78ト3483)

大 3年 3月 第三高等学校三部卒業

大 7年11月 京都帝国大学医科大学卒業

昭 6年 3月 京都帝国大学医学部教授就任

昭15年 6月 京都帝国大学結核研究所開設準備

実行委員委嘱

昭17年10月 京都帝国大学結核研究所協議員委

嘱

昭19年12月 京都帝国大学評議員併任 (至昭20

年12月)

昭20年 9月 京都帝国大学結核研究所長事務取

扱併任 (至同年12月)

昭20年12月 京都帝国大学(結核研究所長)併任

(至昭和24年 6月)

昭24年 5月 京都帝国大学評議員併任 (至昭28

年12月)

昭26年 4月 京都大学教授 (結核研究所)併任

昭26年11月 京都大学長併任 (至昭28年12月)

昭28年12月 停年退官

昭28年12月 京都大学名誉教授の称号授受
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あお やぎ やす まさ

青 柳 安 誠

こん ど う えい L

近 藤 鋭 矢
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明治32年 5月23日生

本籍地 秋田県

現住所 京都市伏見区深草石橋町 1の8

(TELO75-641-2361)

大 9年 6月 第七高等学校造士館卒業

大13年 6月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭13年 5月 京都帝国大学医学部教授就任

昭24年 6月 京都大学結核研究所長併任 (至昭

25年 3月)

昭37年 5月 停年退官

昭37年 5月 京都大学名誉教授の称号授受

明治33年 5月16日生

本籍地 静岡県

現住所 京都市左京区岡崎北御所町18

(TEL075-771-4484)

大11年 3月 第五高等学校理科学科卒業

大15年 3月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭14年 6月 京都帝国大学医学部教授就任

昭25年 3月 京都大学結核研究所長併任 (至昭

29年 3月)

昭36年12月 京都大学医学部附属病院長就任

(至昭38年 1月)

昭36年12月 京都大学評議員併任 (至昭38年 5

月)

昭38年 5月 停年退官

昭38年 5月 京都大学名誉教授の称号授受

京大結核胸部研創立40周年を迎えて

昭和25年 4月か ら同29年 3月までの 4年間私

は京大結核研究所長を勤めた｡前任者の青柳安

誠所長が就任後間 もな く病気のため所長を寵め

たいと申出られたので,結核研究所協議員会か

ら,当時京大附属病院長であった井上硬教授と

結研の併任教授であった私とが青柳所長の留任

説得の使者として青柳教授宅に派遣された｡我

々両人は青柳所長に辞意を翻えして もらうよう

に極力懇請 したが,青柳所長の辞意が極めて固

か ったので,帰 ってその旨結研協議員会に報告

した｡そこで協議員会はやむな く青柳所長の辞

意を認め,その代 りに使者に立 った私に後任所

長を是非引き受けて くれるようにという申し付

けであった｡ 昭和25年当時は我が国はまだ連合
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軍の占領下にあって,終戦後 5年たったとは言

え,人心の荒廃はなお甚だ しく,一般世間にも

学内にも,何でも暴露 してやれという捨て鉢的

な反抗意識が横溢 して世上騒然とした時代であ

ったので,私は結研所長就任には甚だ気が進ま

なか ったが,結研協議員会のた っての要請にや

むな く所長就任を受諾せざるを得なか った｡そ

して,さて所長に就任 して見ると難問は山積 し

ていて,どれか ら手をつけて処理 したらよいか

困惑 し, これは大変な所へ来て しまったものだ

と途方にくれる想いであった｡

戦中戦後を通 じて診療用物資,研究用資材の

不足は言語に絶するものがあり,結研では診療

用物資としてはレントゲ ンフイルム,ガーゼ,

綿花, レジンプロンベ等の入手に取 り分け困却

したので,私が所長になる以前か ら,他施設等

の例に倣 って便宜措置として特別経理 という臨

時の制度を設け,物品の現金買いを行 って辛う

じて診療,研究の間に合わせていた｡ しか し,

私が気が付いた時には結研に於けるこの特別経

理の運営には,その道の全 くの素人であった私

の目か ら見て も多大の無理,不合理が罷 り通 っ

ているように思われたので, この制度は廃止さ

れることになったが,その廃止に当って も,そ

の跡仕末のむつか しさは並み大抵のものではな

か った ｡

叉私が結研所長に就任 した頃の結研経理の乱

脈ぶ りは全 く目を覆わねば な らぬ ほ どで,そ

の是正には大変な努力と忍耐と犠牲が必要であ

ろうと予想された｡私は当面の責任者として結

研内部の積弊を一掃するためには,私 自身重大

な決意をせねばなるまいとまで考えたほどであ

ったが,苦心惨憤その是正改善に懸命の努力を

傾けた結果,昭和26年の会計検査に於て検査官

か ら ｢これで結研の経理はガラス張 りになりま

したか ら,今後結研所長は安心 して運営に当っ

て戴けるで しょう｣と言われた時には,や っと
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愁眉を開 く思いが した｡ しか し其の陰では数名

の部下職員が法の裁きを受けねばならなか った

ような不幸な事態 もあった事は,私にとって忘

れ得ぬ苦い想い出である｡

昭和22, 3年の頃であったろうか,結研は将

来の移転予定地として市内伏見区横大路の変電

所跡に土地を買収 したが, ここは医学部臨床部

門と遠 く離れて孤立 し,診療上,又研究上何か

と不便が多かろうと思われた し,又 この地域は

今 日でこそ巨椋池の埋立て,排水事業が進んで,

周辺の開発には目を見張るものがあるが,昭和

20年代のこの地は巨椋池一帯の広大な湿地帯に

取 りBfIまれ,臨床部門を持 った結核研究所をこ

こに建設する事になれば,環境,立地条件か ら

する不利や,研究遂行上の幾多の不便に直面す

る事になりはせぬかと憂慮された｡ しか し, こ

の敷地の入手に就ては当時の服部結研所長や長

石助教授等の多大の御苦労があった事を知 って

いたので, この敷地を手離すことには深 く蹟躍

せざるを得なか ったが,上述のような理由で,

遠い将来の事をあれこれ考えれば過去の行 きが

か りにこだわらぬ方がよかろうと意を決 した｡

一方その頃本学防災研究所が適当な建設予定地

を物色中であったので,防災研究所には打 って

つけの此の敷地を防災研に譲 り,代 りに京大病

院構内の現在地を結研敷地として譲 り受ける事

を良策と考え,服部京大総長の御了解と御援助

を仰ぎ,医学部臨床教授会の好意ある同意承認

を戴いた次第であった｡そしてその後結研歴代

所長を始め結研教官,職員各位の絶大な御努力

によって,結研は急速に施設内容を充実 し､京

都大学結核胸部疾患研究所に発展 して今 日の隆

昌を致すに至 ったことはまことに御同慶の至 り

と思われる｡ 結核胸部研創立40周年を迎えるに

当り,昔 日の苦難に満ちた時代を想起 して今昔

の感を深 くする次第である｡
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明治31年11月13日生

本籍地 静岡県

現住所 宇治市木幡御蔵山39の330E街20号

(TELO774-32-1223)

大 9年 7月 第七高等学校第三部卒業

大13年 6月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭20年 7月 京都帝国大学医学部教授就任

昭29年 4月 京都大学結核研究所長併任 (至昭

29年10月)

昭29年 4月 京都大学評議員併任 (至昭36年12

月15日)

昭36年11月 停年退官

昭39年 7月 京都大学名誉教授の称号授受

や ま もと とL ひら

山 本 俊 平
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創立四十周年に寄せて

私は結核研究所時代に第五代所長を勤めまし

たQとは申せ就任は昭和29年 4月 1日か ら同年

1()月20日までの極めて短期間であ ります｡当時

の研究陣容は制度的には 5部門とな ってお りま

したが,中心は創立当初か らの岩井孝義,植田

三郎の両教授 と私の就任直前に昇任 された長石

忠三教授 と私の退任の直前に昇任 された内藤益

一教授の四民でありました｡施設 は医学部附属

病院の東北隅,只今の医学部伝染病 々棟の南側

にあった木造 2病棟が研究室並びに病棟に当て

られ,外来には医学部耳鼻咽喉科教室の古い木

造建物が用いられました｡現在では思いも及ば

ない貧弱なものでありました｡然 し研究そのも

のは当時の学界の期待を背景に非常に活発であ

ったことを記憶 しております｡皆様が熱心 に勉

強 しておる姿が今で も脳裏に残 ってお ります｡

会議などのまとまりも迅速かつ立派でありまし

た ｡

現在の外観,内容 ともに供 った結核胸部疾患

研究所を見た時隔世の観 と言 う言葉がそのまま

当てはまると思います｡

京都大学結核胸部疾患研究所が益 々発展す る

ことを願 って止みません｡



昭和57.3

JJrが い ひで JJ
永 井 秀 夫
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明治36年 3月20日生

本籍地 愛知県

現住所 京都市左京区岡崎法勝寺町82

(TELO75-771-4991)

大13年 3月 第八高等学校理科乙類卒業

昭 3年 3月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭26年 8月 京都大学医学部教授就任

昭29年10月 京都大学教授結核研究所併任 (至

昭41年 3月31日)

昭29年10月 京都大学結核研究所長併任 (至昭

33年10月)

昭29年10月 京都大学評議員併任 (至昭33年10

月)

昭41年 3月 停年退官

昭49年 6月 京都大学名誉教授の称号授受

｢r-ll 偲

昭和29年 (1954)10月前所長 (義)山本俊平

教授の後を受けて就任 し,昭和33年 (1958)10

月重任期間が終了 した前後の回想｡

1. 橋 渡 し

結核研究所創設以来長年に亘 って臨床部門に

重点が置かれ, 5部門のうち4部門が診療にか

かわっていた｡昭和24年にな って漸 く病理学部

門が設けられた ものの,主任者の転出に伴 って

一時は空席に等 しく,研究所の形態としてはや

や片寄 っていた｡昭和29年人を得て充足され,

既設の細菌血清学部門と共に基礎系が形成 され

た ｡

昭和30年頃には終戦後の混乱期を脱 して,各

部門での業績 も著 るしく進展 したので,学術講

演会の形式のもとに研究所内外に発表すること

になり,昭和32年 2月 9日その第-回が開催さ

れた｡結研の充実さを物語る意義深い出発であ

った｡

研究の進展 ･拡大につれて一方では,部門名

称がそ ぐわない向きもでてきた｡すなわち,内

部機構の調整,あるいは転換が問題となって,

折にふれて討議 された｡ しか し,維持と転換と

は交鋳するのが世の常で,統一志向が成熟する

までには至 らなか った｡ つまり,まだ過渡期の

域に在 るということであり,焦点課題として取

組むのは尚早であるとみ られた｡ 当時,所内が

一致 して希求 したのは施設の新宮であった｡ し

たがって,任期の後半は施設建物の計画推進に

意を注 ぐことにした｡

といって も,各部門がそれぞれ医学部附属医

院構内に在る以上は,結研だけの独走は許され

ない｡伊勢神宮のご遷宮のようには参 らない か

らである｡それにして も,方針は確立 して置 く

必要がある｡ すなわち,一時企図されたような

医学部附属病院構内か らの転出は考えない-

予定地域は西部構内, と｡ もちろん,その譲渡

は医学部附属病院の整備に侯つわけだか ら,か

なりの長年月を要するであろうことは覚悟 しな

ければならなか った｡

もっとも, この方針は前所長時代か らの流れ

で もあったが, 目途がないまま歳月だけが過ぎ

ゆ く状態なので,時折は焦燥感を口にする向き

もあった｡受身の誤 りは甘受 しなが らも,計画

の再確認 と推進の主張には努めた｡

とにか く,方針は確立されえた し,内部陣容

も充実をみたので,医学部か らの後見はも早や

不要の時期に達 したと思惟 された｡ 前所長各位,
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医学部教授諸公の了承を得て,任期満了一カ月

前には新 しく所長選考規定を制定することがで

きた｡ この橋渡 しはその後の結研の完全自主に

役立 ったはずである｡

2. 幻 の 青 写 真

話は遡 るが,医学部附属病院の建物整備は依

然 として渋滞を続けていた｡さればとて,手を

披 いているわけにも参 らない｡心情的には心苦

しく思いなが らも,当時現存 している皮膚 ･泌

尿器科の地域を建設予定地 と見立て,施設部に

設営案を頼んだ｡三階建三棟の計画案であった｡

未だ未公認の計画にもかかわ らず,よ く協力 し

て くれた ものである｡ この青写真は,結果的に

は,陽の目を見 ることな く幻に終 ったが,われ

われ自身の意向を固めると共に,当時の人人に

具体的に訴えるよすがになった ことは確かであ

る｡

ところで, ここに一つの問題が持ち上 ったO

ウイルス研究所が同 じく西部構内に建物新宮を

企画 しはじめたことである｡結研 も分散 して確

かに不便ではあったが, ウイルス研は間借 り同

然の状態で発足 した｡ もともと,その創設に当

つズ_ Jこ

植 由
さぷ ろ う

三 郎
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っては共同利用が轟われていただけに,可及的

速やかな整備が要求 される｡研究棟だけという

身軽さもあって,どうや ら結研に優先する気配

もうかがわれた｡

ウイルス研設置委員の一人であっただけに,

その要望はよ く理解できた｡ただ し,建て方次

第では予ての結研設営計画に大 きく絡んで くる｡

この時 も前の青写真がものを言い,結局, ウイ

ルス研は裏手に計画され,大半の爾余の地積は

結研に残 されることにな った｡

結研退任後数年を経てか ら,漸 く医学部附属

病院の一部改修 ･新宮が軌道にのりだ した｡昭

和38年には外来棟が,昭和40年 (1965)には第

-病棟の峻功をみた｡それに伴 って西部構内の

4科の外来部,病棟部の移転がおこなわれ,皮

膚科 ･泌尿器科の教官室,研究室は西部薬局お

よび小児科普通病舎に仮移転 した｡ ここでや っ

と,予定地域にウイルス研 とほとんど時を同 じ

くして結核胸部疾患研究所の建物新宮が実現 し

うることになった｡

任期中まことに見栄えの しない年月であった｡

が,今 しみ じみと想起されるのは,その間に受

けた関係各位の無量の温情である｡

明治36年10月13日生

本籍地 大阪府

現住所 京都市北区小山西大野町31番地

(TELO75-492-4781)

大15年 3月 山口高等学校卒業

昭 4年 3月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭16年 3月 京都帝国大学医学部教授就任

昭33年10月 京都大学結核研究所長併任 (至昭

35年10月)

昭33年10月 京都大学評議員併任 (至昭35年10

月)

昭42年 3月 停年退官

昭42年 4月 京都大学名誉教授の称号授受
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ない とう ます か･ず
内 藤 益 - 明治40年 1月16日生

本籍地

現住所

大15年 3月

昭 5年 3月

昭29年 9月

昭35年10月

昭35年10月

昭42年 6月
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京都府

京都市左京区上高野北田町10の15

(TELO75-711-0444)

第三高等学校卒業

京都帝国大学医学部医学科卒業

京都大学教授 (結核研究所)就任

京都大学結核研究所長併任 (至昭

39年10月)

京都大学評議員併任 (至昭39年10

月)

京都大学結核胸部疾患研究所長事

務代理併任 し (昭42年 6月 7日至

同年 6月17日)

昭42年 6月 京都大学評議員併任 (昭42年 6月

7日至同年 6月17日)

昭42年12月 京都大学結核胸部疾患研究所長事

務代理併任 (昭42年12月 2日至同

年12月19日)

昭42年12月 京都大学評議員併任 (昭42年12月

2日至同年12月19日)

昭43年 9月 京都大学結核胸部疾患研究所長事

務代理併任 (昭43年 9月28日至同

年10月12日)

昭45年 3月 停年退官

昭45年 4月 京都大学名誉教授の称号授受

肺結核化学療法の適切な終 了時 期

長い間腔味なままに放置されて来た此間題は

INH-RFp-SM 併用初回化学療法 6カ月

余 りで殆んど再発無 しとする最近の研究によっ

て終止符を打たれたかの感があった｡然 し共等

の論文を詳細に読んで見ると,治療終了後10カ

月の観察で菌再陽転が5.1%, 3年余 りで6.8%

などと言 う成績 もある｡ 私共 も最近 4例の失敗

例を経験 している｡ 之等が少ないか多いかはし

ばらくお くとして,奇妙な点は,どの研究にも

之以上はやって もや らな くても再発率は略一定,

言い換えればや って も無駄だと言う一線が追求

されていない事である｡ 唯一つ 4年以上の観察

で再陽転皆無と言 う素晴 らしい結果があったが,

残念なが ら観察例が 8例に過ぎなか った｡,

其処で此問題に就ての私の随想を述べたいと

思 う｡ 果 して御参考になるか自信はないが,御

一読を賜わらば幸甚である｡

啄疾中結核菌は主として空洞内面或は気管支

潰療面の上で充分な酵素の存在下に盛に増殖 し,

生体の防禦力の影響は少な く,一方薬の濃度 も

かなりの程度に達 し得るので, INHやRFP

の様な殺菌性の強い薬の併用が相当長期に亘れ

ば,菌の絶滅に成功 し,治療をやめても再度菌

が出て来ない状態に達 して も少 しも不思議では

な く,空洞内面其者は再陽転としての意義は寧

ろ少ないのではないかと思われる｡ 然 し空洞壁

内を含めて大なり小なり細胞や線維にとりか こ

まれた菌や,細胞内の菌は第一に生体の防禦力

の影響を強 く受けており,第二に浸透する薬の

濃度 もまちまちであり,其他の環境条件 も一定

でない為に,殺される菌 もあり,種 々の程度の

耐性のつ く菌 もあり,全然つかない菌 もあり,

生体の防禦力と薬との協力作用により辛 うじて

発育の阻止されている菌 もあり,防禦力だけで
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発育を停止 している菌 もあろうと推定される｡

さて化学療法施行中及終了後の啄挟中菌再陽

転には次の場合が想定される｡

第 1の型は生体の防禦力と薬との協力作用に

より辛うじて発育を阻止されていた空洞内或は

病巣内の菌が生体の防禦力の低下か薬の耐性獲

得か或は其両方によって再び増殖を始めた場合

で,之は治療中の菌再陽転である｡ 諸家の報告

には殆んどないが,私は2例経験 している｡ 以

前の術式ではめずらしくなかったが, RFP･

INH を含むものでは確かに少な くなってい

る｡

第 2の型は化学療法終了により,上述の状態

の菌が薬から解放された為の増殖で,再陽転は

治療終了に比較的近い時期に起る筈である｡ 諸

家の再陽転例の内早期の者の内には此型に属す

るものがあるかも知れない｡但何カ月以内を此

型と見るべきかに就ては現在の所私は正確な解

答を用意していない｡短期化学療法の主張は此

数字に重点を置いておられる様に思われる｡

第 3の型は化学療法終了後,生体の防禦力の

みによって発育を阻止されていた菌が其防禦力

の低下により増殖 した場合で,此菌の内には戎

程度耐性になった菌から全 くの感性菌まで無数

の段階があろうと推定される｡ 再陽転が何時起

るか予断を許さない事は,｢ツ｣ 反応陽転か ら

何年何十年経 ってか らでも再感染に因らない発

病があり得ると言 う,昔か ら良 く知 られた現象

か ら見て当然の事ではあるけれども,後者の頻

度は極めて低いに相違ない｡然 しそもそも結核

が最初発病 した事自体が防禦力の低下を主因と

しているだろうし,其防禦力の低下が 6カ月余

りで一般人なみに恢復するかどうかに疑問が持

たれる｡ 然 し其ならば治療終了後間 も無い時期

に再発が集中しそうなものなのに諸家の成績で

京大胸部研紀要 第15巻 第1,2号

は必ず左様には見 られない｡之は全 くの想像だ

が,防禦力の低下は間数的に起るもので,最初

の発病か ら年月が経つに連れて徐々に起 りにく

くなると仮定すれば,諸家の再発例の内 3年余

の者のあるのも納得がいくかと思われる｡ 私の

経験では術式に拘らないで見た化学療法後の再

発は其期間が 7- 8年まで徐々に減 り其後は略

略一定となる様である｡一方之を病巣の側か ら

見れば,単なる ｢ツ｣反応陽性者のか くれた病

巣よりは一度発病 した者の遺残病巣の方が,坐

体の防禦力の低下が比較的軽度でも悪化の危険

性が高いと考えて当然であろう｡化学療法が其

危険性を何処まで低下させ得るかと言 う処に併

用術式 と其継続期間の検討の目標があるべきで

はないかと思われるのである｡ 即ち私は化学療

法後の再発を検討する場合第 3の型をこそ重要

視すべきだと思 うのである｡

勿論以上は私の想像や仮定の上に立 っての推

論に過ぎないが,要 は肺結核化学療法の適切な

期間は菌再陽転が 1- 2年間で何%に止 ってい

ると言 った現象で検索すべきでな く,之以上や

って も無駄だと言 う一線を短期か ら長期まで種

種の治療群に就て終了後数年間の菌とⅩ線像と

の観察に基いて決定すべきではないかと愚考す

るものである｡ 然 し此仕事は私の現在の仕事の

場か ら考えて単なる空想に過ぎないし,代 って

や って くれそうな,ひまな人 もおりそうにない｡

随想として述べた所以である｡

尚別な考え方として社会経済的に割切 って 5

%や10%のおちこぼれは無視 して も大多数の人

人の治療期間と医療費用とを少な くしようと言

う意見がある｡ 共は其なりに筋の通 った主張だ

と思 うが,之は医師一人一人の信条の問題であ

り,言 うなれば宗 旨のちがいであろう｡
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長 石 忠 三 明治40年12月10日生

本籍地

現住所

昭 8年 3月

昭28年 3月

昭34年 9月

昭37年12月

昭39年10月
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京都府

高槻市南平台3-ll-3

(TELO72619411464)

京都帝国大学医学部医学科卒業

京都大学教授 (結核研究所)就任

カ リフォルニア大学客員教授

ワシン トン大学客員教授

京都大学結核研究所長併任 (至昭

43年10月)(その間結核胸部疾患研

究所長 と改称)

昭39年10月 京都大学評議員併任 (至昭43年10

月)

昭46年 3月 停年退官

昭46年 4月 京都大学名誉教授の称号授与

昭47年 4月 財団法人田附興風会医学研究所北

野病院長

昭52年 3月 爾来同財団理事長を も兼任 し現在

に至 る

京都大学結核胸部疾患研究所および

同胸部外科部門40年の回顧

京都大学結核研究所 (現結核胸部疾患研究所)

は,昭和16年 3月27日 ｢結核の予防および治療

に関する学理とその応用についての総合的研究

機関｣として設立され, 6月16日か ら実務が開

始された｡正に大東亜戟争勃発の半年ばか り前

のことである｡

初代所長は,当時の医学部耳鼻咽喉科の故星

野貞次教授 (のちの京都大学名誉教授 ･元三重

大学長)で,結核の専門家でなか ったにも拘 ら

ず,結核研究所設立の必要性を提唱され,一方

ならぬ熱意を もって 7年間 も努力された方であ

る｡ 当時亡国病だといわれていた結核の研究を

日本の代表的な大学の一つである京都大学が何

故や らぬのかというお気持で一杯だ ったか らで

あろう｡ 外科の青柳安誠教授 (のちの京都大学

名誉教授 ･関西電力病院名誉院長) とともに,

私の大事な恩師である｡

専任所員は,故岩井孝義 ･植田三郎の 2教授

と,植林武 ･内藤益一 ･佐川一郎 ･長石忠三の

4助教授 とであった｡ うち,最 も長期の勤続者

は私一人で,助教授12年,教授18年,昭和46年

3月末の定年退官時で満30年になる｡ 創設時の

部門担当者の中では私が一番若か ったか らであ

る｡

以下 ｢京都大学結核胸部疾患研究所および同

胞部外科部門40年の回顧｣ と題 し, とくに後者

に重点を置いて思い出話を綴 ってみるが,貢が

限 られているので,詳 しくは,京都大学70周年

皮 (昭和42年11月発行)の888-917貢や,胸部

外科部門同門会誌第 2号 (昭和54年11月発行)

の 3-15貢を見て頂きたいと思 う｡ また, ｢肺

結核外科｣に限 っていうならば,京都大学胸部

研病理学部門安平公夫教授が第50回日本結核病

学会 々長の時に編集された ｢結核｣50巻,11号,

日本結核病学会創立50周年記念特集号 (昭和50

年12月発行)を見て頂 くとよいと思 う｡

◇創設時か ら敗戟時まで

日支事変の終わり頃に設立された関係で,戟

争に無関係な建物の新築は許されなか ったので,

外来,病棟,研究室 とも,耳鼻科が新館へ移 っ

たあとの古い木造 1階建を改修 して発足 した｡
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昭和56年度で丁度満40年になる｡ 私の所長時代

に,新館が出来て現在地-移 り,研究所名が結

核研究所 (結研)か ら結核胸部疾患研究所 (胸

部研)へと,部門名が外科か ら胸部外科へと変

更されてか らで も早や15年～16年になる｡

外科部門は,研究所の創設当初か ら公認部門

として設けられていたが,当時のわが国では,

肺結核外科はまだほとんど行なわれていなか っ

たので,教授の席はまだ設けられてお らず,医

学部耳鼻科の講師で頭頚部の手術が出来, しか

も喉頭結核の研究を行なっていた私が,結研の

助教授に昇格 して,胸部外科の開拓に当ること

になった｡胸部外科といって も,当時の差 し当

っての研究対象は肺結核であった｡

星野先生は,耳鼻科の助教授室の隣に私の助

教授室を新たに造 って下 さり,当時の耳鼻科の

第 4研究室をも私どもに貸 して下さった｡

創設時,私は33才で.耳鼻科か ら昭和15年卒

の島田茂治君を私の助手 としてつけて下さった｡

だか ら,私どもの外科は,彼と私とのた った二

人で始められたわけである｡ 因みに,昭和46年

3月末の私の定年退官時には, 200名余の人材

が育っている｡

私どもは,昭和16年か ら5カ年間,医学部第

2外科の青柳安誠教授 (現名誉教授)のもと-

学内留学をさせて頂いた｡腹部外科を中心 とす

る一般外科は先生御自身の手術につけて直接手

をとって教えて下さり,肺結核外科については

肋骨切除のやり方だけを教えて下さり,あとの

開拓はすべて私に一任 して下さった｡

私は,先生の御期待に沿 うべ く極力努力を し,

新たな試みや研究の進展経過について逐一御報

告申上げていたが,先生のように御自身でやろ

うと思 っておられた問題を,当時の私のような

まだ海のものとも山のものとも判 らぬ若い門下

生に一任 し,その後長年にわたり大所高所か ら

温 く見守 り,蔭になり日向になりバ ックア ップ

するといったことは,いうべ くして仲々出来ぬ

ことである｡ 人の上に立つ一人の将としての,

また一人の教育者としての先生の立派な一面だ

といえよう｡

か くして,戦時中の 4年間は,主 として一般

京大胸部研紀要 第15巻 第1,2号

外科の習得と,外科的肺虚脱療法, とくに胸廓

成形術,横隔膜神経捻除術,平圧開胸下胸膜癒

着剥離術,Jacobaeusの胸膜癒着焼切術の習練

とに費やされた｡青柳先生との合作で,Monaldi

の空洞吸引療法後の遺残空洞を切 開 して有 茎

性筋肉弁を充填 したのが, この時代におけるた

だ一つの新たな試みであった｡ この仕事は私ど

もの胸部外科における切開排膿療法の研究の端

緒となっている｡ のちに,私どもの空洞形成術

(Cavernoplasty)に発展 したものである｡

当時は,余 りにも,物な く,人な く,あるの

はただ強烈な使命感のみといった時代であった｡

しか し,何事であれ最 も大事なものは現在で も,

物よりは人,それも個人の使命感や責任感であ

るのに変 りはない｡この時代の入局者は, 2カ

月位で逐次軍医として出征 したが,敗戦後は私

どもの許へ復帰 し,学内外でそれぞれ重責を果

しておられる｡

◇昭和20年代

前期 :耳鼻科の教授が星野貞次先生か ら後藤

光治先生に引き継がれたのを機会に,長年の御

好意を謝 し, 5年間お借 りしていた助教授室や

研究室を耳鼻科へお返 しし,結研内に新たに外

科の研究室や手術室を造 って頂き,つぎつぎと

若い卒業生を迎え,私どもの外科に 1研, 3研,

5研 と称する三つの研究グループを新たに編成

した｡結研に研究室や手術室を造 って下さった

のは,当時の所長服部峻治郎教授 (のちの京都

大学総長)であった｡

1研ではペニシリウムの培養をも含めた微生

物学的研究や,生化学的研究その他が, 3研で

は,肺機能の病態生理学的研究が, 5研では肺

のあらゆる類いの形態学的研究が主 として行な

われ,それ らの上に胸部外科臨床を築 く方針が

とられるようになった｡ この三つの研究グルー

プは私の定年退官近 くまで存続 し, 1研か らは

故久保克行 ･寺松孝の両教授, 3研か らは香川

輝正 ･佐川弥之助の両教授, 5研か らは岡田慶

夫教授,を初め3グループとも多 くの俊秀が輩

出している｡同門会誌の表紙の 3匹の乃保里鮎

はこの三つの研究グループを象徴 したもので,

岡田慶夫教授の御尊父の山本紅雲画伯の御好意
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により画かれたものである｡

また, この時代 (昭和21-2年か ら)には,

私ども(長石忠三 ･寺松孝 ら)と京都大学理学部

有機化学教室 (故野津龍三郎教授 ･故渡辺熊助

辛 (のちの甲南大学理学部化学科教授) らとの

協力研究,すなわち ｢結核化学療法剤の合成と

その医学的応用に関する研究｣や,私ども (良

石忠三 ･辻周介 ･美濃口玄各現名誉教授) と京

都大学工学部繊維化学教室 (現在の高分子化学

教室)の桜田一郎現名誉教授関係との協力研究,

すなわち ｢合成樹脂の医学的応用の研究｣が始

められている｡これ らの二つは正に近年やかま

しくいわれている ｢学際研究 Interdisciplinary

Research｣の走 りであった｡医･理間または医･

工間の協力研究であったか らである｡ まだ若か

った私どもは,戦時中か ら始めた胸部外科開拓

の研究と,以上の二つの学際研究とに情熱を注

ぐことにより,敗戦後 1, 2年で,当時まだ国

内に蟻っていたどうしようもない精神的な虚脱

か らいち早 く立ち直ることが出来たのである｡

因みに,後者の一つ,すなわち,私どもが世

界で初めて開発 した ｢胸膜外合 成樹 脂球 充 填

術｣は,細菌血清学部門の植田三郎教授 (のち

の名誉教授)の特別講演 ｢結核菌の発育環｣と

ともに,昭和24年春の日本結核病学会における

特別講演として採 り上げられている｡

狭 くて汚い研究室でのことではあったが,み

んな張り切 っていて,苦労を苦労とも思わぬ心

楽 しい時代であった｡ ｢明日のために今日を生

きる｣といったことが意識されずに自然に身に

ついていたよき時代であった｡

また,その頃 (昭和23年)か ら関東と歩調を

合せ,肺切除術についても検討 し始め,敗戟役

一時的に中断 していた空洞切開術の研究をも再

開 している｡

後期 :この期の初めに研究所の創立10周年を

迎え一同張り切 っていたが,当時の某事務長に

よる思いがけぬ不祥事が暴露され,私どもはこ

れか らという大事な時に正に出鼻を挫かれた思

いであった｡

しか し,私どもは, これにめげず戦時中に芽

生えた苗木を育て,やがて来るべき開花の時に
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備えてあらゆる準備に明け暮れた｡

具体的には,前期におけるペニシリウムの培

秦,ペニシリンやス トレプ トマイシンの応用,

輸血 ･輸液の普及,肺構造や呼吸循環生理の研

究などに加え,後期における気管内挿管麻酔の

導入を機に,肺結核外科の新 しい術式を案出し

たり,肺癌外科の研究を進めたり,両者をあら

ゆる観点か ら臨床的ならびに基礎的に検討 した

りした｡

この時代には,肺葉切除術,肺部分切除術,

肺区域切除術,骨膜外充填術,空洞切開一次的

閉鎖術,乾酪巣の切開排膿療法などを も含め,

外科的肺虚脱療法,肺切除療法および切開排膿

療法のすべてについて大筋を通 し得たように思

う｡人工気胸術の再検討をも行ない,その施行

を中止すべきことを提唱したりもした｡

肺の形態学的ならびに生理学的研究 も, この

年代の後期か ら軌道に乗 っている｡

昭和28年 3月,私は教授に昇格 し,結研の外

科はこれにより初めて完全部門になった｡当時

の所長は,医学部整形外科の近藤鋭矢教授 (覗

名誉教授 ･静岡労災病院名誉院長 ･京都の現整

肢園長)で,外科に引き続き,その翌年 と翌々

年とに逐次内科や小児科の教授の席を設け,三

つあった不完全部門をすべて完全部門に変え,

結研の将来の発展に大きく貢献されている｡

◇昭和30年代

昭和30年代は,20年代に伸びた樹木に小さい

なが らも色とりどりの花が咲き,結研の外科が

国際的にも発展 し始めた頃である｡

ことに,昭和30年度は,私に第 8回日本胸部

外科学会の会長,第30回日本結核病学会の特別

講演 ｢空洞切開術を中心とする肺結核の切開排

膿療法｣, 第19回日本循環器学 会 の宿 題報 告

｢肺循環,静脈血混合を中心 として｣などが一

度に当り, これに加えて同年の日本医学会総会

の特別講演者として御推薦 した恩師青柳安誠先

生の衝講演 ｢肺結核の外科的療法｣の準備をも

お引き受けした殊の外忙 しい年であった｡

ともあれ,昭和30年代は,昭和20年代に端を

発 した諸研究に関連 して,全国的な諸学会での

宿題報告,特別講演, シンポジウムなどが私ど
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もの外科につぎつぎと毎年のように当り,慌 し

く時が過ぎた時代であった｡

学内のスタッフは勿論,他大学,諸病院,請

療養所など-赴任 した人達 も,ひとかどの専門

家に育ち,研究面で も微に入 り細にわたる研究

が広 く行なわれるようになった｡

また, この年代に,私どもの外科は,肺結核

外科か ら肺癌外科,さらには胸部外科一般へと

移行 している｡ 心臓血管外科は,学内では行な

わなか ったが,学外または国外で育て,現在で

はかなりのレベルのものに出来上 っている｡

当時の研究所の旗印は, ｢結核研究所｣であ

ったし,恩師青柳先生の御教室でも曲りなりに

も心外科が始められていた し,それに,啄疾中

に結核菌を排出する開放性肺結核患者を収容中

の病棟-乳幼児を含む心疾患患者を収容するわ

けに行かなか ったか らである｡京都大学の医学

畑全体のことをも考えてのことであり, この考

え方は,当時としては正 しか ったと思 うが,私

どもの胸部外科のこの領域-の将来の発展を大

きく阻害する結果となっている｡ この種の場合,

どのように判断するのが正 しいか,なかなか難

しい問題である｡

ともあれ,私ども関係の心血管外科は,三重

大学胸部外科 (元久保克行教 授, 現 草 川実 教

撹),関西医科大学胸部外科 (香川輝正教授),

市立静岡病院 (秋山文弥部長), 国療岐阜病院

(小林君美現院長),国療静澄病院 (望月立夫院

良),神戸市立中央市民病院 (吉栖正之副院長･

庄村東洋部長),高知市民病院 (宮本好博科長)

その他でそれぞれ軌道に乗 っている｡

また, この時代の論文発表は,臨床か ら基礎

へと多岐にわた っており,長年にわたり詳 しく

検討され比較的安定 したデータが揃 ったものは,

その頃に何冊 もの単行本 として出版されるよう

になっている｡

長石忠三 ･長沢直幸 ･山下政行 ･岡田慶夫 ･

稲葉宣雄著 : ｢肺その構造 上,下 2巻｣(医学

書院), 林義春著 :｢肺区域の選択的造影法と

その応用｣(医学書院),寺松孝他胸部外科編集

｢重症肺結核の治療｣(金芳堂),などがそれで

ある｡ うち,林義春著のものは,20年後に,長

京大胸部研紀要 第15巻 第 1, 2号

石忠三校閲 ･林義春 ･人見滋樹 ･玉田二郎共著

:｢肺区域の気管 支 造 影｣(医学書院) として

改訂され再刊されている｡

国際発展の端緒となったのは,昭和33年に東

京で開かれた第 5回国際胸部疾患会議 VthIn-

ternationalCongressonDiseasesnftheChest

である｡ この会議で知己を得た私は,翌年34年

9月,UniversityofCaliforniaSamFrancisco

か ら VisitingProfessorとして 1年間招哨され

た｡招待者の ProfessorSey-ourM.Farberは

胸部内科の教授であったので, 私は Officialに

は彼と同 じ DepartmentofInternalMedicine

に所属 していた｡SanFrancisco滞在中, 私は

教授達か ら同僚扱いを受け,任期満了後の日本

への帰途, 欧米各国の視察 旅 行 に 当 り,S礼n

Francisco の友人達の紹介により世界の第一線

の教授達を多数友人,知己とする結果となって

いる｡ 胸部の内,外科の人達のほかに,解剖学,

病理学,呼吸循環生理学などの著名な基礎医学

者との交わりも深 くなっているのは,私どもの

研究テーマを介 してのことである｡

昭和37年10月,私は DeutscheTuberkulose

Gesellschaft (現 DeutscheGesellschaftfiir

LungenkrankheitenundTuberkulose)か ら特

別講演に招かれ,その直後に,同学会名誉会員

や)Zsch･f･TuberkuloseundErkrankungen

d･Thoraxorganeの Herausgegebenerの一人

に推薦されている｡何れもProfeserHansRink

の御好意によるものと思われる｡

また,その帰途欧米諸国で講演旅行に招かれ,

短期間ではあったが UniversityofWashington

DepartmentofSurgeryで もVisitingProfessor

に任命されている｡ これは故 ProfessorHenry

Harkinsや ProfessorMerendinoの御好意によ

るものである｡

その後は連鎖反応のようになり,毎年のよう

に,欧米,中南米,東南アジア,東欧共産圏の

諸国,のちには中華人民共和国などへ講演に招

かれ,私ども関係の主だ った仕事を逐次紹介す

るとともに,若い同門会員をつぎつぎと米国や

独乙の友人達の許へ留学させる手掛 りとなって

いる｡
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昭和30年代は,若い人達の赴任先が療養所か

ら大学や一般病院-と移行 した時代で もある｡

この年代には,私どもをあてに した呼吸器科,

第 2外科,胸部外科などがあちらこちらに新た

に設けられている｡

また, この年代か らは,独立独歩で地域医療

に適進する人達 も増えて参 り,胸部疾患の本当

の意味での専門家に育 った人達が多 くなって来

たためか,患者の信用を得て大 きく伸びつつあ

る人達が少な くない｡その人達の坤に医師とし

ての道を踏み誤まった人がみかけられないのを

何より嬉 しく思 っている｡

◇昭和40年度

昭和39年10月か ら43年10月までの 4年間,私

は結研の,ついで胸部研の所長を務め,その任

期の後半か ら大学紛争に巻 き込まれた｡ そ して,

その余盛が煉 っているうちに,46年 3月末定年

退官することになった｡

したが って,40年代の前半は, これ ら二つの

思い出に尽きる｡

その間,新たな研究や人の養成が自然疎かに

なったことは否めない｡止むを得なか ったとは

いえ,私 としては関係の若い諸君に相済まな く

思 っている｡

紛争発生後アクテ ィビィテ ィーが落ちたとは

いえ, とにもか くにも定年退官時まで何 とかや

ることが出来たのは,寺松孝助教授 (現胸部外

科教授,胸部研所長), 佐川弥之助講師 (現臨

床肺生理学教授 ･胸部研病院長), 岡田慶夫講

柿 (現滋賀医大第 2外科教授), 池田貞雄講師

(京都桂病院呼吸器セ ンター長)や,助手の人

達の努力と協力とによるものである｡ 紛争発生

後私の定年退官時までの 3年半ばか りの間に,

20余 りのシンポジウムが担当されているのは,

これを物語 って余 りあるものであろう｡

その間,長石忠三校閲 ･岡田慶夫君 :｢肺癌｣

(医学書院),長石忠三校閲 ･池田貞雄 ･船津武

志 ･人見滋樹 ･甲斐隆義共著 :｢胸部の異 常 陰

影｣ (金 芳 堂),岡田慶夫 ･赤嶺安貞著 :｢呼 吸

器疾患とその微細構造｣(医学書院),Nagaishi,

C∴ FunctionalAnatomyandHistologyofthe

Lung(英文 日本版医学書院,米国版 University
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ParkPress,Baltimore&London)などがそれ

ぞれ 3年余かか って執筆されており,私の退官

の年またはその翌年に出版されている｡また,

日本で発行 された私どもの英文書 TheCavern-

ostomyandOtherLocalTreatmentsforPul-

monaryTuberculosis(医学書院)は, 4年後の

昭和47年に私の友人 ProfessorLK･Bogushの

命によりWomanDoctorGromovaの手で, ロ

シャ語に都訳され,Moscowか ら出版 されてい

る｡ 私どもの TheCavernoplastyの術式がソ連

では,CHUDO(チューダと読む)の術式 とい

う愛称で呼ばれ,広 く行なわれていると聞いて

驚いている｡

また,私の所長時代には,幸い研究所の 5階

建の新築が出来,従来 4カ所に分れていた研究

所を 1カ所に纏めることが出来た｡また 1部門

(細胞化学部), 2診療科の新設,病床増など

により,教授 1,助教授 1,講師 2,助手 8,

看護婦その他10の定員増が認め られ,曲りなり

にも中央検査室や コバル ト室が設置された｡そ

して,研究所の臨床 は初めて附属病院の形をと

ることにな り, これに伴い病院長の席が新たに

設けられた｡

前述のように,研究所名が結核研究所か ら結

核胸部疾患研究所- と,外科学部門が胸部外科

学部門- と改称されたの もこの時である｡

研究所の協議員会制が廃止 され,教授会制に

変更 され,医学部 と大学院教授会で結ばれ るよ

うになったの もその頃のことである｡その後 は

学位審査 もその場で行なわれるようになってい

る｡

かねて申請中のもう1部 門 (臨 床 肺 生 理 学

部)の新設 は,私の所長時代すでに次年度にパ

スす るところまで行 っていたが,大学紛争の飛

ば っちりを受 けて予算概算を一旦引っ込めざる

を得な くなった｡ しか し,その後の反省 もあっ

て私の定年退官のす ぐ前の年に再び予算概算に

出されることになった｡私 は,当時はもう所長

ではなか ったが,研究所への最後の御奉公のつ

もりで,その通過にあらゆる努力を重ねた｡大

蔵省の内示でパスしたことを知 った時,私 自身

定年退官を目前にして何 よりのよい鴎別を貫 っ
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たような気持が した｡ これで研究所は臨床 4部

門,基礎 3部門,計 7部門となったわけである｡

近い将来にせめて10部門を目指 して努力 して頂

きたいと思 う｡

胸部外科部門の私の後任教授の選考や,新設

された臨床肺生理学部門の初代教授の選考のこ

とであるが,前者は私の在任中に,後者は退官

後間 もな く行なわれた｡私は候補者については

何 らの個人的意見をも述べなか った｡ 当時の研

究所長の辻周介教授に ｢大事な人事のこと故,

streng によく審議 して頂きたい｣と申 し入 れ

るに止め,あとは教授会に一任 した｡

私としては,何人 もの諸君を将来指導的立場

に立ち得るように心 して育てたつ もりであった

し,私が横か ら口を挟んだりして,その誰かの

心に自ら傷をつけてはいけないとも思 ったか ら

である｡streng によく審議 して,よりどりみど

り最適任者を選考 して貰えばそれでよいといっ

た考え方であった｡尤 も新設の臨床肺生理学部

門の場合には,本来佐川弥之助講師の長年の業

績が評価されて出来たも同然な部門であるか ら,

教授会に良識がありさえすれば,当然落ち着 く

べきところ-落着 くものと確信 していたのが本

当である｡

教授選考の結果,胸部外科部門の私のあとは,

私の助教授であった寺松孝教授により継がれ,

臨床肺生理学部門の初代教授は私の講師であっ

た佐川弥之助教授に決定された｡

また,私の退官後は,私が現職教授であった

頃には,まだ教養課程へ も入学 しておられなか

った若い諸君がつぎつぎと入局されており,今

後は私の時代とは一味違 った形で発展するもの

と期待される｡

私や諸先輩の労苦をよく理解 し, これを踏み

台にしてさらに大きく伸びて貰いさえすればそ

れでよいのである｡

話が若干前に戻るが,昭和44年度には,私は

第 9回日本胸部疾 患学 会 の会 長 と, IstAsia

PacificCongresson DiseasesoftheChest

(APCDC)の会長 とを同時に引き受けなければ

ならぬはめになり,大学紛争のピークの時であ

っただけに,一方ならぬ苦労を した｡

京大胸部研紀要 第15巻 第1,2号

前者は内藤益一教授 (現名誉教授)が会長を

された第44回日本結核病学会総会 と日を前後 し

て同 じ会場で開催されたものであり,後者は中

華民国,韓国,香港, フイリッピン,タイ国そ

の他の東南アジアの諸国か らの日本への要請に

応 じ,ACCP 日本支部,のちの国際胸部医学会

日本支部がその組織作 りと第 1回総会の開催と

を引き受け,私に白羽の矢が立て られた もので

ある｡

医学部の正門前に ｢帝国主義的海外侵略の尖

兵第 1回アジア太平洋胸部疾患会 議 粉 砕 全 共

闘｣なる大きな立看板が立て られたのも,遠い

思い出の一つとなっている｡何かにつけて文句

をつけるその頃の風潮か らであったろうが,そ

の時には思いもかけぬ飛んだことを考えるもの

だと,あきれた気持であった｡

その 2年後の昭和46年 3月末,私は定年退官

し,翌 4月 1日付で京都大学名誉教授の称号を

授与された｡

45年の半ば頃か ら定年退官時を挟む46年12月

未までの 1カ年半は,財団法人和風会医学研究

所加茂川病院の解散 ･閉鎖の後始末を委託され,

大学紛争の時とは一風違 った激 しい闘争に巻き

込まれ,家族 ぐるみ一方ならぬ轡陶 しい 1年半

を送 らざるを得なか った｡北野病院と同様な京

都大学医学部と同結核胸部疾患研究所との持つ

文部省所轄の財団研究所病院のことであった｡

頑張 って何とか切 り抜けたが,母校に近い鴨川

辺 りの得難い土地を失なったことは大きな痛手

であった｡今でも,惜 しくてならない｡ ｢従業

員諸君にもう少 し良識があったならなあ｣と思

うこと頻 りである｡ともあれ, この事件を介 し,

菊池武彦 ･近藤鋭矢両名誉教授を初め御関係の

方々と心を通 じ合い,ともどもに苦労を分ち合

ったことは,一つの得難い御縁 というものであ

ろう｡

◇昭和50年代

翌47年 4月 1日か ら私は,前院長荒木千里京

都大学名誉教授のあとを継いで,大阪の財団法

人田附興風会医学研究所北野病院-赴任 し, 4,
5年前か らはさらに同財団の理事長をも兼任 し

て現在に至 っている｡
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学内では,前述のように,寺松 ･佐川両教授

が私のあとを継いで下さっており, この関係か

ら,50年代の研究所内部の歴史にはあまり触れ

ないことにする｡

ただ 1, 2申し上げて置きたいのは,私が定

年退官後,昭和50年に大阪で第16回日本肺癌学

会の会長を, また, 昭和53年に京都で ⅩⅠⅠIth

WorldCongressonDiseasesoftheChestspon-

soredbytheInternationalAcademyofChest

PhysiciansandSurgeons(IACPS)affiliated

withAmericanCollegeofChestPhysicians

(ACCP)の ViceChairmanoftheOrganizing

Committee と SecretaryGeneral とを務めた

時のことである｡

母校か ら一人離れて大阪にあり,重責を帯び

なが ら準備や運営については手足を椀がれた も

同然な形であった私を全面的にバ ックア ップし,

それ ら二つの学会をそれぞれ成功させて下さっ

た胸部研の胸部外科を初めとする各部門の方 々

の御好意や御協力に対 し, この機会をか りて重

ねて厚 く感謝の意を表 したいと思 う｡

また,昭和50年度は,内科第 2部門の辻周介

教授 (現名誉教授)が第16回日本胸部疾患学会

の会長を,病理学部門の安平公夫教授が第50回

口本結核病学会の会長を務められた年にも当る｡

お二人ともに,それぞれの特別講演者に私関係

の寺松 ･岡田両教授を選んで下さり, もう第 1

線ではな くなっていた私をそれぞれの座長に指

名 して下さったのは,大学紛争のあとのことで

あっただけに,私にとっては心嬉 しいことであ

った｡

ここで, もう一つお礼を心か ら書き残 して置

かねばならぬことがある｡ 私が定年退官後, 日

本胸部外科学会,日本胸部疾患学会, 日本肺癌

学会, 日本癌治療学会,国際胸部医学会 日本支

部会などの名誉会員や, 日本外科学会の特別会

員に推薦され,現職中に,DeutscheGesellschaft

fiirLungenkrankheiten und Tuberkuloseを

初 め とす る欧米諸国の 6学会の 名誉会員や,

AmericanCollegeofChestPhysicians(ACCP)

の Governor(4年前か らは寺松孝教授 に引き

継いで貰 っているが)の一人に推薦されている
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のは,私ども関係の諸君の長年にわたる精進の

賜である｡Forlaniniの金メダルとそのDiploma,

武田医学賞その他を授与されているの もこれと

同様である｡

諸君とともに頂いたものと思い, ここに一言

書き添えて,感謝の意を表する次第である｡

その他,私は,米国のACCPの機関誌 ｢Chest｣

と ｢ExperimentalMedicineandSurgery｣と

の, また独乙の ｢Zschr.ftirTtlberktlloseund

d･Erkrankungend･Brustorgane｣ と ｢Acta

Cardiologica｣ との Foreign Editor または

Herausgegebenerを長年委嘱されているが,こ

れまた諸君の長年の御努力の賜であろう｡

昭和50年代の胸部研の現状について現職教授

の時代と明 らかに違 ってみえるのは,臨床各部

門間の連携がよりよくなり,病棟の分け方が,

昔 と違 って,各部門別ない し各階別ではなくな

り,結核病棟と一般胸部疾患病棟とに再区分さ

れ,後者が各科総合病棟に編成変えされている

ことである｡ 私にとっては我が意を得たりの感

が強い｡

このような行き方が本当だということは,研

究所の設立当初初代所長の星野貞次先生がよく

いわれていたことであり, しか も仲々うまく行

かなか ったことだか らである｡

一方,京都桂病院の ｢呼吸器センター｣では,

病棟が単に総合病棟として編成されているだけ

ではな しに,本当の意味での呼吸器科専門医が

育ち易いような形に運営されている｡

これは,私ども関係の池田貞雄センター長 ･

船津武志 ･畠中陸郎 ･松原義人 らの諸君の自発

的な企図によるものであるが,同 じ釜の飯を食

って育 った山下政行会長,矢崎次郎院長代理 ら

を初め桂病院のスタッフの方 々の深い衡理解や

御 支援によるものと感謝に堪えない｡

私はかねてか ら桂病院呼吸器センターのこの

行き方を高 く評価 していたが, この形が正 しい

ことは,池田貞雄 ･船津武志 ･人見滋樹 ･甲斐

隆義 らの諸君により共同執筆された ｢胸部の異

常陰影｣なる600余貢 もの大部の著書が, 過去

10カ年間に版を重ね,すでに 6,000部 出ており,

近 くさらにその改訂版の出版が予定されている
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ことか らみて も,立証されていることと思 う｡

この書の校閲者は私ということになっている

が,私は依頼されて序文を書いただけで,その

企画にはタッチしていない｡何で も大学紛争の

頃に毎夜のように集まって協議 し, 3年かか っ

て仕上げられたものだそうである｡私の定年退

官時に私に捧げて下さる予定だったと序文に書

いてあるのをみて,ほろりとしたことを覚えて

いる｡あの大学紛争中によくや ったと褒め称え

たい気持であった｡

これに引き続 き,畠中陸郎 ･船津武志 ･松原

義人 ･池田貞雄 らの諸君により最近 ｢呼吸器外

科手術書｣が出されている｡ 本書 もまた同 じ協

力態勢による成果である｡

また,私の退官後,結核胸部疾患研究所か ら

学生-の講義用の呼吸器病学が,つづいて大島

駿作 ･佐川弥之助 ･寺松孝 ･前川暢夫の諸教授

らの共著 :｢呼吸器病学｣(金芳堂)なる教科書が

また最近では,前川結核胸部疾患研究所長監修,

各臨床教授 ら,および関係各位により,米国の

Dr.FrankH.Netterの著書 TheCiba.Collec-

tionofMedic:llIllustrationsVol･7.ResplratOry

System (CibaGeigy)の翻訳書が出版されてい

るが, これまた各部門の互いの協力の産物であ

り,真に立派なことである｡ 私は胸部研の出身

者の一人としてともどもに喜びたい気持であるO

また,寺松孝教授が昭和57年度の日本肺癌学

会の会長に,前川暢夫教授 ･寺松孝教授 ･佐川

弥之助教授がそれぞれ昭和58年度の日本結核病

京大胸部研紀要 第15巻 第 1,2号

学会, 日本胸部外科学会, 日本胸部疾患学会の

会長に決定されているのも嬉 しいことで,喜び

に堪えない｡ これで ｢す っか り代が変わ った｣

というのが実感である｡

しか し, ｢好事魔多 し｣ともいう｡ 折角万事

が うまく行 っている今 日,つまらぬことで蔭か

ぬよう,責任者の方 々は仲よ く手を携えてや っ

て頂きたいと,心か ら願 っている｡

以上,臨床部門の話が主になったが,灰聞す

るところによると,基礎部門で もそれぞれユニ

ークな秀れた業績があがりつつあることは御同

慶の至 りである｡

ただ, もし率直にいうことが許されるならば,

研究所の旗印をも念頭に置かれ,病理学部門の

ように,各自の研究を研究所の旗印と結びつけ

る努力をも併せ して頂ければどんなによいかと

思 う｡正に鬼に金棒だか らである｡

研究の自由は自由として,特定の旗印を持つ

研究所では,臨床部門はもちろんのこと,基礎

部門において も,当然のこととして主なる研究

課題を研究所の旗印に結びつけることが要請 さ

れており, これを妹にして基礎部門と臨床部門

との連携が生れるならば,研究所のさらに大き

な発展に繋がるものと思 う｡

以上のような基本的な考え方で研究を進める

過程で,研究というものの本質上,思わぬ時に

思わぬ方向に思わぬ発展を して しまうことはよ

くあることであり,それはそれで望ましい行き

方だと思 うが,どうであろうか(昭和56年 9月)0
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LiLbう す け

周 介 明治45年 3月 8日生
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本籍地 京都府

現住所 京都市左京区田中春菜町 9の 5

(mO75-781-6919)

昭 6年 3月 第三高等学校理科乙類卒業

昭10年 3月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭32年10月 京都大学教授 (結核研究所)就任

昭43年10月 京都大学結核胸部疾患研究所長併

任 (至47年10月)

昭43年10月 京都大学評議員併任 (至昭47年10

月)

昭50年 4月 停年退官

昭50年 4月 京都大学名誉教授の称号授受

過 ぎし方を振 りかえって

研究所創立後四十年を振 りかえ って (尤 も私

は昭和二十年か らだか ら正味は三十六年である

が)みると,時の流れと共に幾多の変遷があり,

それ らは多 くは研究所の発展につながるもので

あろうが,中にはむ しろ後退の面 も含まれるか

も知れない｡それ らを思いつ くままに三つ程述

べてみたい｡

先づ研究所の体質の問題がある｡ 体質は制度

によって表わされると思 う｡ 研究所設立に多大

の尽力を払われた初代所長星野貞治先生は,研

究所は学部 とちが って兎に角自由な研究専一に

すべきであると考え, このためには当時巷間に

も知 られた学部講座制の封建制を忌避された｡

教授助教授よりなる所員制がとられ,研究部門

はあるが,研究員はそれ らの部門間を自由に交

流出来た｡例えば岩井孝義教授の下に入局 した

研究員の多 くが私の指導で研究をつづけたこと

に何の不 自然さも感 じられなか った｡併 し研究

所の運営は,研究所協議員会が実権を握 り人事

等の重要事項はそこで決せ られた｡ 協議員会は,

医学部臨床教授全員と研究所の二教授より成 り,

我々助教授所員は関係ない｡所員会議は一応の

要望を教授を通 じて協議員会に表示することは

出来て も何の決定権 もないのである｡ ここに恐

らく星野先生の意に満たない医学部の封建制の

余波が及んでいた｡研究所は医学部の附属物で

あり勝手な真似はさせないという意向があらわ

であった｡

医学部教授達の年令が我 々に近付いて来 ると

共にこの傾向は緩和され昭和三十七年頃には,

研究所教授会と自称するものが万事を取 りしき

り,協議員会は名目的に存在するだけとなった｡

すべて研究所教授会の意向に従 って くれるよう

になった｡昭和四十二年には,正式に教授会が

認められ協議員会は廃止 された｡ ここに初めて

研究所が独立 したわけであるが,その反面研究

所にも講座制に近い形態が出来て,研究部門間

の隔絶がはっきりし,所員制度の頃のような潤

達性がな くなったのも事実である｡

大学紛争の波が研究所にも及ぶに至 って,私

の所長時代に教官会議及び研究所運営審議会を

作 り封建制の緩和をはか った｡教官会議はかつ

ての所員会議に類するもので,決定権は教授会

にあるが,いろんな研究所管理運営に関する案

を時には政治的な配慮 も加えて論議することが

出来る｡運営審議会は一般職員の意見を汲み取

る為のもので,勿論決定権は教授会に属する｡

か くて,私の気持では,創立当初の研究所の体
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質に幾分で も里帰 りすることが出来ればと思 っ

たのである｡現在 も之等の制度は維持せ られて

いるようで,必ず しも紛争時の ドサクサまざれ

に一時を糊塗するためのものではなかったこと

が判る｡ 但 し之等の制度が講座制の緩和に事実

役立 っているかどうかは知 らない｡

次に,建物の問題がある｡ 創立以来古い医学

部の建物を使わせて もらっていたので,結研の

病舎は日本一汚いがその割に患者の質 も量 も良

いとは当時自慢にもな らない評判であった｡ 既

に三十年代の初めか ら新築又は移転の話が出て

いた｡ 勿論新築などとても話にならないので,

移転ということになったが,いろいろ物色の末

中書島に決定 した｡ 今 日京阪電車に乗 って中書

島附近の古い発電所の建物を眺めると (現在防

災研究所), よくもこんな所-移転 しなかった

ものとつ くづ く思 う｡ 既に決定 した移転計画を

御破算にして下さった近藤鋭矢所長のお陰であ

る｡其後 も累代所長の最大の関心事であったが,

結局現在のような近代的な研究所の形を取 り得

たのは,当時の医学部教授会の理解にもよるが,

そこまで実現に持 って来た長石忠三所長の絶大

な努力の賜といってよい｡遂には文部省の役人

つズ_ さ,I). い ち ろ う

上 坂 一 郎

京大胸部研紀要 第15巻 第1,2号

が長石さんの顔を見ると逃げだ したと言われる

位執勘に陳情に通われたのである｡今また増築

の話 もスムースに進んでいる由であるが,今昔

の感に耐えない｡

最後に研究所の名称が変 った｡ このことは研

究の主題が変 ったことを意味する｡結核の研究

以外に他の胸部疾患の研究に及ぼうというわけ

であろう｡ た しかに,結核は臨床的には殆ど解

決ずみのようである｡ 併 し結核菌の特性を利用

した基礎研究はまだまだ後を絶たないしむしろ

盛んになっている｡ 近代免疫学の基礎に結核菌

があると言 ってよい位である｡実験結核研究会

という集まりが私的ではあるが全 日本的に益 々

盛になっている｡

結核以外の胸部疾患というと,肺癌は別とし

て私には耳新 しいものが多い｡ただ一つの国立

研究所が研究主題として取上げるに足 るものが

あるだろうか｡現在肺癌が統一課題として取上

げられているように私には感 じられるが,之は

之で正 しいと思 う｡

研究所百年のことを思えば, もう少 し大きい

名前にした方がよか ったかとも思える｡但 し当

時は随分 この事で論議を重ねた結果である｡

大正2年 4月15日生

本籍地 京都府

現住所 京都市左京区下鴨北園町80-3

(TELO75-78ト2101)

昭11年 3月 富山高等学校卒業

昭16年12月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭42年 5月 京都大学教授 (結核研究所)就任

昭47年10月 京都大学結核胸部疾患研究所長併

任 (至昭51年10月)

昭47年10月 京都大学評議員併任 (至昭51年10

月)

昭52年 4月 停年退官

昭52年4月 京都大学名誉教授の称号授受
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40年前のことども

当研究所の学術講演会は近頃は毎年 1回, 1

月末に開かれるのが恒例となっている｡今年

(昭和57年) も1月30日に京大会館で気鋭の士

によって研究の成果が発表される予定とか｡一

体 この講演会は何時か ら始められたものだろう

か｡実は当研究所が設置される2年 も前,昭和

14年10月22日に楽友会館で開かれた京大結核研

究会の第一回講演会をその唱矢とするという点

ではあまり異論がないであろう｡ とは言 って も

筆者は当時,医学部の 2回生で, この講演会に

出席 した訳ではなかったが,結核が国民的な最

重要課題であるということは医学生の問でもよ

く認識され,強い関心が持たれていたことは当

然であった｡

越えて昭和16年,京大に結核研究所が設置さ

れた時,既に4回生になっていた我 々のクラス

の雑誌部委員は初代所長の星野先生を訪ね,そ

の談話の要 旨を芝蘭会雑誌第15号 (昭和16年 6

月発行)に発表 している｡ その中で星野先生は

｢結核の研究こそは従来のやり方,即ち一つの

教室が一つの城郭に立てこもってやる縦の方法

以外に,医学の各学科は勿論,理,工,農など

の自然科学の各科や,更には法,文,経などの

人文,社会科学まで も横に連絡 して進んで行 く

やり方が最 も要望される｣と言 っていられる｡

これは当時としては思い切 った発言で,見方に

よれば昭和40年代,学園紛争の頃 に叫 ばれ た

｢講座制打破｣を既に先取 りした意見か も知れ

ない｡

この初代所長の考えがその後40年の間にどれ

程,実行されたか,それとも実行されなか った

か｡ もし実行されなか った,或は不充分にしか

実行できなかったとすればその原因は奈辺にあ

るか｡これは曽って研究所に席を置いた者は勿

請,現に席を置 く者 も共に考えるべき問題であ

ろう｡

当時の医学生が結核に強い関心をもっていた

ことは前述の通 りであるが,加 うるに先輩の松

田道雄氏 (昭和 7年卒)が ｢結核｣という好著

を出され,それが広 く読まれた事 もこの傾向に
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拍車をかけた事実を記 しておかねばならない｡

4回生の有志十 数 名 は集 まって Ickertの

AllergieundTuberkuloseという本の輪読会を

夕食後,芝蘭会の図書室 (今はもうなくなった

が,医学部事務室の背後にあった)の薄暗い電

灯をかこんで行なっていた｡

その中,暑中休暇になると,仲間のうちの数

名は福井県の機業地帯に女工さん達の集団検診

に出かけて行 ったりした｡ ところが,彼女達に

反戦思想やマルキシズムをふき込んだとかで

(真偽の程は知 らない), 当局の憎むところと

なり,卒業後,陸海軍の軍医中尉として任官 し

ていた級友たちが軍法会議にかけられて,降等,

位階剥奪されて一兵士として戦地に赴いたり,

剥奪はされない迄 も左遷されて最 も危険な任務

に就いた者 もあった｡

彼等の大多数の者の動機が,機業地帯の結核

(当時,最 もその浸樫の度が甚 しいとされてい

た)をもっとよく知ろうという単純なものであ

ったことを知るだけに,彼等の心中を思 うと今

でも涙なきを得ないのである｡

一方,筆者はと言えば,何れ,医者になると

した ら何科を専攻するにして も結核に関する基

本的な智識と技術だけは身につけておきたいと

思 っていた｡そこへ,同級のK君が,今度でき

た結核研究所の植田教授の処で,結核菌の培養

の実習を して貰おうじゃないかと言われたのが,

この研究所に入る端緒であった｡夏休中,とも

か く結核菌に関する実習と簡単な実験をや らせ

て頂いた｡ところが今迄は,講義されたことを

覚えるだけが仕事であったのが,研究とか実験

とかは,ともか く createすることである｡何

と面白いものであるかと,夢中になって しまっ

たのである｡

そしてその年の秋,11月16日に第 6回の京大結

核研究会に学生の身で発表することが許された

訳である｡ 当日発表の第-席で,身の引きしま

る緊張感と,秋の朝の爽やかさとは今 も忘れな

いが,それにも増 して,当時は結核研究所の講

演会と言えば,多分,学内で最大多数の聴衆を

集めて居 り,楽友会館 2階の大会議室は立錐の

余地 もな く,窓際か ら入口まで多数の人が起立



- 22-

したまま聴き入 っていた｡ その中に小児科の初

代の教授,平井統太郎先生の御姿を何時 も見か

けた ものである｡ 唯,筆者は平井先生の講義を

まえ かわ のぷ お

前 川 暢 夫
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一回も聞いた事がないのに,どうして平井先生

だと分 ったのか, これは今だに不思議である｡

大正10年 1月30日生

本籍地 兵庫県

現住所 兵庫県芦屋市松ノ内町 2の21

(mO797-22-3906)

昭16年 3月 第六高等学校理科乙類卒業

昭19年 9月 京都帝国大学医学部医学科卒業

昭45年 9月 京都大学教授 (結核胸部疾患研究

所)就任

昭51年10月 京都大学結核胸部疾患研究所長併

任 (至昭55年10月)

昭51年10月 京都大学評議員併任 (至昭55年10

月)

研究所創立四十周年を迎えて

昭和16年に当時の国家的要請にもとづいて,

京都大学に結核研究所が附置されてか ら丁度40

年が経過 した｡ 私は,昭和51年秋か ら昭和55年

秋まで 4年間どうにか大過な く所長を勤めさせ

て頂いたので,最 も新 しい前所長と言うことに

なるが,今回何か想い出なり感想なりを書 くよ

うにと求められたので,拙い筆をとる事にした｡

歴代の所長を勤められた先生方が,夫々の想

い出を書かれると思 うので,私は自分が所長と

して勤めた間のことを中心に思い出すままに書

いて見たい｡

昭和19年 9月に京大医学部を繰上げ卒業 して

以来,約38年間にわたって引続いてこの研究所

に在籍 しているので,私にとって研究所の生活

は様 々な思い出にみたされている｡私事にわた

って恐縮であるが,昭和51年 6月に日本結核化

学療法研究会に出席のため上京 していた時に,

突然血尿をきたして急拠帰宅 した｡検査の結果

は勝朕腫痔ということで,身辺の整理を済ませ

て従弟の林威三雄博士の執刀による手術を受け

た｡多 くの先輩,友人に心配を御掛けしたが,

幸に良好な経過で 9月には再び出勤出来るよう

になって拾い物のような命を是非大切にしたい

と考えていた矢先に,教授会では上坂所長の任

期満了にともなう後任の所長選考が行なわれた

結果,私に所長を引受けるようにという事にな

った｡病休直後の私にとって大変に酷な決定だ

と思 ったが,職を辞する以外には断ることは出

来ないという意見 もあって10月か ら所長として

の仕事を始めた｡余 り自信はなか ったが,それ

で も4年間無事に,外国出張を除いて会議に代

理出席を御願いすることな く任期を満了するこ

とが出来て,有難い事だと思 っている｡

其の間の出来事のうち強 く印象に残 っている

ものを思い出すままに拾 って,私の責をはたし

たいと考える｡

所長になって数カ月を経た昭和52年の早春に,

当時の岡本総長が評議会に対 して昭和48年12月

以来休止 していた経済学部竹本信弘助手の分限

処分に関する審議を再開 したいと発言 してか ら,



昭和57.3

学内は俄かに騒然として来た｡以後の評議会や

部局長会議は転々と場所を移 して学外で行なわ

れ,審査評議会が結着を見た 7月まで京大構内

は異常な空気に包まれていた｡春のある日に京

大本部前で先生に引率された小学生が写生をし

ている所に通 りかかった時,本部建物を画いて

いる画用紙の中の時計台の正面に ｢竹本処分粉

砕｣と苦労 して書きこんでいる子供達を見て,

何とも言いようのない深い感慨を覚えたことで

あった｡

京大紛争の最終処理とも言うべき時期の評議

会に,その一員として加わり種々の見解の交鉛

のなかに身を処する機会を得たことは誠に感銘

が深い｡

研究所内では永年にわたって概算要求を続け

て来た附属病院の中央検査室の設置が認められ,

それに伴なって教官 (助教授) 1,技官 2名の

定員増を見るに到 ったことが朗報であった｡次

第に病院の機構が整備されて来ているのは喜ば

しい｡

研究所の将来計画に関しては基礎と臨床との

差ばかりではな くて,研究者の年代層によって

も相違があって,教授会においても教官会議に

おいても継続議題として採 り上げて意見の集約

につとめたが,残念ながら一定の見解を得るに

到っていない｡

最近の研究所の概算事項を見ても,部門新設

- 23-

などの将来計画に基づいた要求よりは,手近な

病院の増築や病院機構の整備の方に力点が置か

れているようであるが,たとえば肺癌研究の基

礎部門と臨床部門といった風に基礎系の研究を

補完 しなが ら臨床系にも弾力を与えるような概

算要求を継続することが,現在の研究所として

考えられる積極的な方向の一つではないかと思

っている｡

勿論,一方では果 して今後とも ｢胸部疾患研

究所｣でよいのかという問もあるわけで, これ

に対 しては基礎と臨床との別なく,すべての研

究者の志向を大局的に集約 して結論を出した上,

少な くとも十年間位は迷わずに各人の力を傾注

する決意が必要であろう｡

又,内外の研究者の交流を少 しでも自由化す

るために,客員部門を設けることも意義の大き

いことだと考える｡

ともか く, この狭い研究所のなかで基礎部門

では医学 ･生物学研究所を目指 し,臨床部門で

は胸部疾患研究所を目標として進むというよう

な分離志向を固定化することのないように願 っ

ている｡

私自身は臨床家の 1人として,研究領域とし

て も診療単位として も呼吸器疾患に対するニー

ドは決 して小さくはないと感 じているからであ

る｡
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さ がわ いち ろう

佐 川 一 郎 明治40年 3月 1日生

本籍地

現住所

昭 2年 3月

昭 6年 3月

昭29年11月

昭33年 9月

昭47年 3月

旧結研の去年 ･今年

結研創立40周年を迎えることができ,およろ

こび申し上げます｡ この機会に創立当時の情況

を述べ記録に残 してお くのも無意味ではないで

しょう｡

昭和16年 3月に官制が公布 され発足 したので

すが当時は結核予防会所属の結研があるだけで

国立のものは一つ もなか ったのであります｡結

核は国民死因の第一位を占め健民政策の上か ら

も結核の予防とか治療が切実に要求 されていま

した｡京大はそれまで結核に比較的冷淡であり,

また関心がうすか ったのですが当時の星野教授,

服部教授や宇多野療養所の三戸所長が中心にな

り当局に強力に陳情を繰 り返され,あわや流産

の憂き目にあおうとしましたが,や っと年度末

ぎりぎりに金沢医大の結研 と一緒に誕生 したの

で した｡全 くよ く実現 したものと関係者の努力

に敬服 しています｡

当時の所員の顔触れは紹介するまで もありま

せんが成立当時は旧耳鼻科外来診療室とか医学

部附属病院の旧病室を借用 し,会計上は収入金
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京都府

京都市左京区吉田中大路町31

(凪075-751-0015)

第三高等学校卒業

京都帝国大学医学部医学科卒業

京都大学教授 (結核研究所)就任

金沢大学医学部教授就任

停年退官

支弁という制約があり,そのため治療に重点が

おかれ予防面には理解を得難か ったことなど忘

れられない想い出があります｡

岩井教授は元来消化器病診断の熟練者であり

ましたが反転,献身的な診療を行われ収入面で

寄与され,また長石助教授は耳鼻科専攻で した

が鮮やかに外科に転向され,青柳教授の庇護の

下,才気溢れる外科療法を開発 されたのは忘れ

ることはできません｡

その後化学療法の進歩により結核症 は激減 し

国立の結核療養所は相ついで看板を塗 りかえ,

研究上魅力が乏 しくなり,本学の結研 も名称を

変更されたので しょう｡

今後研究所はどのように進むべきで しょうか,

色 々の考え方があると思いますが,医学部附属

病院の分院化に堕す ることな く,大学付置研究

所 としての特色を生か し広 く門戸を開放 し人材

を求め,あ くまで専門に徹 し,実力をつけるこ

とが大をなす道ではないかと考えています｡

研究所各位のご精進を祈 るや切なるものがあ

ります｡


